
論文（２）スキー関連疾患
地域病院だからこそ学べること

地域病院での勤務は、自分が将来専門としたい科以
外の知識・技術を学ぶ絶好の機会である。地域病院で
は救急外来に飛び込んでくる患者さんは多様である。

卒業後４－６年で勤務した地域病院で経験したそれら
の症例をまとめることは大規模病院での経験に比べか
けがえのない将来の財産となる。

地域にはその土地特有の外傷を扱う機会があるが、
新潟県魚沼地域は多くのスキー場がある。本貢のス
キー関連疾患の一部は、臨床スポーツ医学vol 6別冊
１９８９等にまとめ発表したものである。



当時の一般データ

（もちろん年度は昭和です）



救急患者として扱われたデータ



当直をしていればこの程度の外傷は来る



（小林、他。臨床スポーツ医学vol 6別冊１９８９）



スキー中の腹痛

・スキーをしていてお腹が痛い？
・君が当直ならどうする？

・とっても勉強になったんで症例
報告しました。

（小林、他。臨床スポーツ医学vol 6別冊１９８９）



（１）転倒による小腸穿孔



手術所見



（２）ストレス性十二指腸潰瘍の穿通



当日のXｐ



７日後GTF



（３）外傷性腎破裂
２８歳 男性





他科との連携

（１）顔面外傷

（２）解放骨折

（４）会陰外傷

（３）突然死



雪上車との接触

９歳、女児
昭和６１年３月９日
当日全麻手術



スノーモービル事故

４２歳、女性
昭和６２年３月２８日
異物除去後、転院手術



雪上車との接触
２４歳、 男性 昭和６１年３月１３日

当日、全麻手術（整形外科）



解離性大動脈瘤破裂
２２歳、 男性
昭和６２年２月２１日

剖検所見
（マルファン症候群を疑った）



（４）会陰外傷
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